
 

 

原子・分子の自在配列と特性・機能 

  2021年度採択研究代表者 

2022年度 

年次報告書

 

石割 文崇 

 

 

大阪大学 大学院工学研究科 

講師 

 

 

機能団の自在配列を可能にする多面性ポリマーの創製 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では複数の機能団の分子・原子レベルでの自在配列を可能にする「多面性分子・高分

子」を開発し、その物性、機能開拓に取り組んでいる。2022 年度は、表裏の二面性を有する分子

の、異種固体の接合界面での機能開拓に関する研究をおこなった。具体的には、固体薄膜積層

型のデバイスであるペロブスカイト太陽電池の、ペロブスカイト層の表面パッシベーション層として

の機能開拓に注力した。溶液法で作成されるペロブスカイトの表面にはさまざまな原子(イオン)の

欠損が存在し、その欠陥に電子が捕捉されてしまうことによる性能低下が知られている。また、ペロ

ブスカイト層の上には、正孔輸送層が成膜されるが、これらの異種材料層間の親和性を向上させ、

キャリア輸送を妨害しない異方的な分子設計、すなわち二面性を持つ分子によるペロブスカイト表

面のパッシベーションに着手した。二面性分子の設計指針としては、合成の都合上、片面にオリゴ

エチレングリコール鎖を有するインデノフルオレンコアに、トリアリールアミン基を導入したものを設

計した。光吸収分光と光電子収量分光から二面性分子のエネルギー準位を求めたところ、ペロブ

スカイト層、二面性分子層、正孔輸送層のエネルギー準位が階段状に並ぶことがわかった。二面

性分子によるパッシベーションは、ペロブスカイト層上にスピンコートにより成膜することにより行い

太陽電池デバイスを作製した。その性能を評価した結果、二面性分子の無いものでは 18.43%であ

った光電変換効率が、19.74%まで上昇した（業績 1）。今後は分子設計のさらなる工夫により、その

変換効率の向上を目指す予定である。 
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